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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成26年5月1日(2014.5.1)

【公開番号】特開2012-203088(P2012-203088A)
【公開日】平成24年10月22日(2012.10.22)
【年通号数】公開・登録公報2012-043
【出願番号】特願2011-65870(P2011-65870)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  15/20     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  15/20    　　　　
   Ｇ０２Ｂ  13/18    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年3月14日(2014.3.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物体側より像側へ順に、正の屈折力の第１レンズ群、負の屈折力の第２レンズ群、正の
屈折力の第３レンズ群、正の屈折力の第４レンズ群より構成され、ズーミングに際して隣
り合うレンズ群の間隔が変化するように、各レンズ群が移動するズームレンズであって、
　前記第１レンズ群は２つ以下のレンズからなり、前記第２レンズ群は正レンズと負レン
ズを含む３つ以下のレンズからなり、前記第３レンズ群は、物体側から像側へ順に正レン
ズ、負レンズからなり、前記第４レンズ群は１つのレンズからなり、
　広角端及び望遠端における前記第２レンズ群の結像倍率をそれぞれβ２ｗ、β２ｔ、広
角端及び望遠端における前記第３レンズ群の結像倍率をそれぞれβ３ｗ、β３ｔ、前記第
１レンズ群の光軸上の厚みと前記第２レンズ群の光軸上の厚みの和をＴ１２、広角端及び
望遠端における全系の焦点距離をそれぞれｆｗ、ｆｔ、前記第２レンズ群の焦点距離をｆ
２とするとき、
１．０＜（β３ｔ／β３ｗ）／（β２ｔ／β２ｗ）
Ｔ１２／ｆｔ＜０．３０
０．８＜｜ｆ２｜／ｆｗ＜５．０
なる条件式を満足することを特徴とするズームレンズ。
【請求項２】
　前記第２レンズ群を構成するレンズの材料のｄ線における屈折率の平均値をＮ２ｄ_ａ
ｖｅとするとき、
１．８０＜Ｎ２ｄ_ａｖｅ＜２．４０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１に記載のズームレンズ。
【請求項３】
　前記第１レンズ群の焦点距離をｆ１とするとき、
４．０＜ｆ１／ｆｗ
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１又は２に記載のズームレンズ。
【請求項４】
　前記第３レンズ群の焦点距離をｆ３とするとき、
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１．８０＜ｆ３／ｆｗ＜３．００
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載のズームレ
ンズ。
【請求項５】
　前記第１レンズ群を構成する正レンズの焦点距離をｆ１ｐとするとき、
３．５０＜ｆ１ｐ／ｆｗ＜２０．００
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載のズームレ
ンズ。
【請求項６】
　前記第３レンズ群を構成する正レンズの焦点距離をｆ３ｐとするとき、
０．８０＜ｆ３ｐ／ｆｗ＜２．００
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載のズームレ
ンズ。
【請求項７】
　物体側から像側へ順に、前記第１レンズ群は負レンズと正レンズとを接合した接合レン
ズ、又は正レンズと負レンズとを接合した接合レンズ、又は正レンズからなり、
　前記第２レンズ群は、像側のレンズ面が凹形状の負レンズ、両レンズ面が凹形状の負レ
ンズ、正レンズ、又は像側のレンズ面が凹形状の負レンズ、正レンズからなり、
　前記第３レンズ群は物体側のレンズ面が凸形状の正レンズ、物体側のレンズ面が凸でメ
ニスカス形状の負レンズからなり、
　前記第４レンズ群は物体側のレンズ面が凸形状の正レンズからなることを特徴とする請
求項１乃至６のいずれか１項に記載のズームレンズ。
【請求項８】
　固体撮像素子に像を形成することを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の
ズームレンズ。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれか１項に記載のズームレンズと、該ズームレンズによって形成
される像を受光する固体撮像素子とを有していることを特徴とする撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明のズームレンズは、物体側より像側へ順に、正の屈折力の第１レンズ群、負の屈
折力の第２レンズ群、正の屈折力の第３レンズ群、正の屈折力の第４レンズ群より構成さ
れ、ズーミングに際して隣り合うレンズ群の間隔が変化するように、各レンズ群が移動す
るズームレンズであって、
　前記第１レンズ群は２つ以下のレンズからなり、前記第２レンズ群は正レンズと負レン
ズを含む３つ以下のレンズからなり、前記第３レンズ群は、物体側から像側へ順に正レン
ズ、負レンズからなり、前記第４レンズ群は１つのレンズからなり、
　広角端及び望遠端における前記第２レンズ群の結像倍率をそれぞれβ２ｗ、β２ｔ、広
角端及び望遠端における前記第３レンズ群の結像倍率をそれぞれβ３ｗ、β３ｔ、前記第
１レンズ群の光軸上の厚みと前記第２レンズ群の光軸上の厚みの和をＴ１２、広角端及び
望遠端における全系の焦点距離をそれぞれｆｗ、ｆｔ、前記第２レンズ群の焦点距離をｆ
２とするとき、
１．０＜（β３ｔ／β３ｗ）／（β２ｔ／β２ｗ）
Ｔ１２／ｆｔ＜０．３０
０．８＜｜ｆ２｜／ｆｗ＜５．０
なる条件式を満足することを特徴としている。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
　数値実施例１においてｄ１０の値、数値実施例４においてｄ８の値、数値実施例６にお
いてｄ７の値が負になっているのは物体側から像側へ順に開口絞り、第３レンズ群の最も
物体側の正レンズと数えたためである。各実施例において、バックフォーカス（ＢＦ）は
最終面（ガラスブロックの像側の面）から近軸像面までの距離を空気換算長により表した
ものである。レンズ全長は最も物体側のレンズ面から最終面までの距離に、バックフォー
カスを加えたものである。画角は半画角の値（度）で示している。また、各数値実施例に
おける上述した条件式との対応を表－１に示す。
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